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事　　務　　局

One World, One Health, One Medicine Japan Society of One Health Sciences

2019年9月14日（土）9：30～17：00（17：30から別会場にて情報交換会） 
東京大学弥生講堂　〒113-8657 東京都文京区弥生1-1-1 東京大学農学部内

帝京大学医療技術学部教授　鈴木 幸一
9：35 一般演題
11：30 教育講演「ヒト化マウスについて」 高橋 利一（公財実験動物中央研究所）
13：15 会長講演「ハンセン病を自然発症したチンパンジー、ハルナが教えてくれたもの」

鈴木 幸一（帝京大学）
13：45 獣医関連専門家（VPP）およびワンヘルスサイエンティスト（OHS）認定について

W-1 「ワンヘルスサイエンティストの立ち上げについて」 吉川 泰弘（岡山理科大学）
W-2 「VPPならびOHS認定への学会の取り組み」 渭原　博（学会事務局）

14：30 特別講演「ナショナルサーベイランスからみた薬剤耐性菌の現状とこれから」 
菅井 基行（国立感染症研究所）

15：20 シンポジウム
S-1 「ペットおよび野生のマウス・ラットに由来する人獣共通感染症」 國田　智（自治医科大学）
S-2 「水圏環境中に潜む非結核性抗酸菌とその感染リスク」 深野 華子（国立感染症研究所）
S-3 「トキソプラズマ感染症診断の現状」 三木田 馨（慶応大学）
S-4 「下等真核生物を往来するマイコウイルスの機能探索」 森山 裕充（東京農工大学）
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人を取り巻く環境と
感染症から考えるワンヘルス


